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１　日　時　令和３年11月16日（火）第２校時（９時45分～10時35分）
２　学　年　第１学年１組（男子13名　女子８名　計21名）
３　単元について　　　　　　　　




　
４　単元の目標
　（１） 比例，反比例についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
（２） 数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし，その特徴を表，式，グラフなどで考察することができる。
（３） 比例・反比例についての数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度を身に付ける。
５　単元の評価規準
	
	評価の観点

	単元の
評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	
	①関数・変数・変域の意味を理解している。
②比例，反比例について理解している。
③座標の意味を理解している。

④比例，反比例を表，式，グラフなどに表すことができる。
	①比例，反比例として捉えられる２つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
②比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。
	①比例・反比例のよさに気付いて粘り強く考えようとしている。
②比例，反比例について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
③比例，反比例を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。

	中学校区で育成する資質・能力
	知識・技能
（新たな知識や情報を関係付けたり組み合わせたりして，さまざまな場面で活用するための基本的な知識・技能を身に付けている。）
	論理的思考力・判断力・表現力
（必要な情報を比較・関係付け・整理分析して課題解決について論理的に考え，根拠を明確にして表現することができる。）
	主体性・協働性
（対象に積極的に働きかけ，他者の考えを受け入れながら課題を解決することができる。）



６　指導と評価の計画（全22時間）
　本単元「比例と反比例」を内容のまとまりである四つの小単元と単元のまとめで構成し，それぞれの授業時間数を次のように定めた。
	小単元等
	授業時間数

	１．関数と比例・反比例
	５時間
	22時間

	２．比例の性質と調べ方
	７時間
	

	３．反比例の性質と調べ方
	６時間
	

	４．比例と反比例の利用
	３時間
	

	単元のまとめ
	１時間
	


	次
	時
	学習内容
	評価

	
	
	
	重点
	記録
	単元の評価規準（評価方法）

【資質・能力ルーブリック】

	１　関数と比例・反比例
	１
	課題の設定
・プールが満水になるまでの時間を予想するために，プールの形やプールに入れる水の量の変化など，どんなことがわかればよいか考える。
・行列の待ち時間を予想するために，どんなことがわかればよいかを考える。
	知
	
	知①②：行動観察・ワークシー　
　　　　ト
【知識・技能】

	
	２
３
	情報の収集
【関数】

・関数の意味を知る。
・変域の意味と表し方を知る。
・変域を不等号を使って表す。
・２つの数量の間に関数の関係があるかどうかを調べる。
・関数の関係を「～は・・・の関数である」といういい方で表す。
・２つのシュレッダーがコピー用紙何枚分の紙を裁断することができるかを，関数の考えを利用して求める。
	知
思
	〇
	知①：行動観察・ワークシート
【知識・技能】
思①：行動観察・ワークシート
※理解が不十分な場合，既習の事象を関連付けて補説する。
【論理的思考力・判断力・表現力】

	
	４
５
	情報の収集
【比例と反比例】
・比例の意味を知る。
・
[image: image1.wmf]y

を
[image: image2.wmf]x

の式で表して，
[image: image3.wmf]y

が
[image: image4.wmf]x

に比例するかどうかを調べる。
・反比例の意味を知る。
・
[image: image5.wmf]y

を
[image: image6.wmf]x

の式で表して，
[image: image7.wmf]y

が
[image: image8.wmf]x

に反比例するかどうかを調べる。
	知
	○
	知②：行動観察・ワークシート
　　　振り返りシート
【知識・技能】

	　　　　　
	６
	整理・分析
・算数で学習した比例の性質やグラフの特徴を振り返る。
・
[image: image9.wmf]x

の変域や比例定数を負の数にひろげても，比例の性質が成り立つかどうかを調べる。
	知

	
	知①：行動観察・ワークシート

【知識・技能】

	
	７
	整理・分析
【比例の表す式】

・
[image: image10.wmf]x

の変域や比例定数を負の数の場合をふくめた比例の式を考える。
	知
	○
	知④：行動観察・ワークシート
【知識・技能】

	２　比例の性質の調べ方
	８
９
10
	整理・分析
【比例のグラフ】
・変域を負の数にひろげたときの比例のグラフをかくために，負の数も範囲に入れた点の位置の表し方を考える。
・点の座標を求めたり，座標を平面上の点で表したりする。
・変域を負の数にひろげたときの比例のグラフがどのようになるか，点を細かくとって調べる。
・比例定数が負の数の場合の比例のグラフをかいて，正の数の場合との共通点や違いを調べる。
・比例について，
[image: image11.wmf]x

の値が増加するときの
[image: image12.wmf]y

の値の変化の様子を，比例定数が正の数の場合と負の数の場合で，表やグラフを用いて調べる。
・比例のグラフの特徴をもとに，グラフをかく。
・比例の性質を調べる方法を振り返る。
	知
思
	〇
○

	知③④：行動観察・ワークシー　
　　　　ト
【知識・技能】
思①：行動観察・ワークシート
※理解が不十分な場合，既習の事象を関連付けて補説する。
【論理的思考力・判断力・表現力】

	
	11

12
	整理・分析
【比例の表，式，グラフ】
・比例の表やグラフから式を求める方法を考える。
・比例の表，式，グラフのどこに比例定数が表れるのかをまとめる。
・比例のグラフから式を求める。
	知
態
	○
○
	知④：行動観察・ワークシート
　　　振り返りシート
【知識・技能】
態①：行動観察
【主体性・協働性】

	
	13
	整理・分析

・算数で学習した反比例の性質やグラフの特徴を振り返る。
・
[image: image13.wmf]x

の変域や比例定数を負の数にひろげても，反比例の性質が成り立つかどうかを調べる。
	知

	
	知②④：行動観察・ワークシート
【知識・技能】


	
	14
	整理・分析
【反比例の表と式】

・
[image: image14.wmf]x

の変域や比例定数を負の数の場合をふくめた反比例の式を考える。
	知
	○
	知②④：行動観察・ワークシート
【知識・技能】

	３　反比例の性質と調べ方
	15

16

17
	整理・分析
【反比例のグラフ】
・変域を負の数にひろげたときの反比例のグラフがどのようになるかを，点を細かくとって調べる。
・比例定数が負の数の場合の反比例のグラフをかいて，正の数の場合との共通点や違いを調べる。また，
[image: image15.wmf]x

の値を大きくしたり，０に近づけたりすると，グラフはどうなるか調べる。
・反比例のグラフをかく。
・反比例について，
[image: image16.wmf]x

の値が増加するときの
[image: image17.wmf]y

の値の変化の様子を，比例定数が正の数の場合と負の数の場合で，表やグラフを用いて調べる。

・反比例の性質を調べる方法を振り返る。
	知
思
	○
	知③④：行動観察・ワークシート
【知識・技能】
思①：行動観察・ワークシート
※理解が不十分な場合，既習の事象を関連付けて補説する。

【論理的思考力・判断力・表現力】


	
	18
	整理・分析
【反比例の表，式，グラフ】
・反比例の表やグラフから式を求める方法を考える。
・反比例の表，式，グラフのどこに比例定数があらわれるのかをまとめる。
・反比例のグラフから式を求める。
	知
態
	○
○
	知④：行動観察・ワークシート
　　　振り返りシート
【知識・技能】
態①：行動観察

【主体性・協働性】

	４　比例と反比例の利用
	19
本
時
	まとめ・創造・表現
・行列の待ち時間を予想するために，どんなことがわかればよいかを考える。
・人気ラーメン店に並ぶのにかかる時間を一定と考えて，並んでいる人数から，待ち時間を予想する。
	思

態
	○

	思①：行動観察・ワークシート
【論理的思考力・判断力・表現力】
態②：行動観察

【主体性・協働性】

	
	20

21


	まとめ・創造・表現
・身のまわりの問題を，比例や反比例を用いて解決する。
・
[image: image18.wmf]a
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b

c

 の式で
[image: image19.wmf]a

,

b

,

c

のうち，１つの変数の値をきめたとき，他の２つの変数の関係がどうなるかを調べる。
・身のまわりの問題を，比例のグラフを利用して解決する。
	思

態
	○

	思①②：行動観察・ワークシート
【論理的思考力・判断力・表現力】
態①：行動観察

【主体性・協働性】

	単元のまとめ
	22
	振り返り
・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み，単元で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価することができるようにする。
	知
思
態
	○
〇

〇
	知①～④：単元テスト
【主体性・協働性】

思①②：単元テスト
【論理的思考力・判断力・表現力】
態①～③：行動観察，振り返りシート，単元テスト
【主体性・協働性】

※単元テストの結果は指導等に生かす。


	７　資質・能力ルーブリック

論理的思考力・判断力・表現力
	評価規準

	宮原中学校区
（中期）
	必要な情報を比較・関係付け・整理分析して課題解決について論理的に考え，根拠を明確にして表現することができる。

	Ｂ
	・行列の待ち人数の待ち時間から，比例の関係であることを読み取り，表，式，グラフを使って，待ち時間を求めることができる。


　【生徒の解答例：Ｂ】

	
[image: image20.wmf]x
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８　本時の学習
（１）本時の目標
　　　事象を数学的に解釈し，お店に入るまでの待ち時間を予想することを通して，問題解決の方法を表，式，グラフを相互に関連付け求めることができる。
（２）学習の展開　
	
	学習活動
	主な発問（発）指導上の留意点（◇）
・予想される児童の反応

（◆「努力を要する」状況と判断される

児童生徒への手だて）
	評価規準

（評価方法）

【資質・能力
ルーブリック】

	つながり
	１　前時までの学習を想起し，課題を確認する。

	◇前時の復習を行い，課題を確認させる。
	

	見通す

	２　課題の提示

３　本時のめあての確認
〇　「学習のめあて」を確認する。


	
　
　

	

	考える
	４　個人思考
・問題から，行列の人数と待ち時間の関係を考える。
　・表，式，グラフのそれぞれの考え方を順番に考える。
	発　問題から，行列の人数と時間の関係から，待ち時間を予想しよう。
◇表，式，グラフについての特徴を確認する。
◆行列の人数と時間の関係は比例の関係にあり，一定のペースで進むと考えればよいことをおさえる。
◇ｘ人にｙ分かかるとして求めることを確認する。
◇表，式，グラフのどの考え方を使って解決するか見通しをもつ。
◇それぞれに表，式，グラフのどれかを使った考え方で，考えさせる。
	

	深める
	５　集団思考
　・各グループになり意見の交流を行
　う。


６　各グループで話し合ったことを，各班に戻って発表する。
	◇どのように考えて解決したのか交流し，様々な考え方に挑戦させる。
◇各グループの意見を分類，共有させるために，クラウド型授業支援アプリを用いる。
◇各自で考えた意見だけでなく，他の考え方を比較，検討させる。
◆他の人の考え方を参考に自分の意見を記入させる。
◇自分の考え方と他の人の考え方を比較，検討するために，クラウド型授業支援アプリを用いて発表し，意見を交流する。
	比例，反比例として捉えられる２つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
（行動観察・ワークシート）
【論理的思考力・判断力・表現力】



	振り返る
	７　本時のまとめを行う。

８　適用問題を行う。
９　本時を振り返り，次時につなげる。

	◇今まで学習した考え方を参考にして，適用問題を考えさせる。

◇本時のまとめを行い，振り返りシートに記入させる。
◇学習の振り返りの場の設定と次の学習の見通しをもたせる。
	


９　板書計画





10　評価問題　令和３年度全国学力・学習状況調査　数学７


≪解答類型≫　　令和３年度全国学力・学習状況調査　解説資料　中学校　数学p.36-37


Ａグループ　授業　　呉市立宮原中学校


江田島市立江田島中学校


江田島市立三高中学校


坂町立坂中学校


広島県立呉南特別支援学校





数学科　　第１学年











比例と反比例





単元名





論理的思考力・判断力・表現力





本単元で育成する資質・能力





単元設定の理由


（１）単元観












































小学校算数科においては，第４学年から第６学年にかけて，変化の様子を表や式，折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったり，伴って変わる２つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，変化や対応の特徴を考察したりしてきている。また，比例の関係を理解しこれを用いて問題を解決してきている。なお，比例の理解を促すため，反比例についても学習してきている。


中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，具体的な事象の中から伴って変わる２つの数量を取り出して，その変化や対応の仕方に着目し，関数関係の意味を理解できるようにする。 


比例，反比例の学習は，日常生活において数量の関係を探究する基礎となるものである。これらの学習においては，一般的，形式的に流れることなく，具体的に事象を考察することを通して，関数関係を見いだし考察し表現する力を養う。また，数の拡張や関数の概念を基にして，小学校算数科で学習した比例，反比例を関数として捉え直すことも必要である。


（２）生徒観


令和３年度の標準学力調査の第１学年校内平均正答率は64.6％で，全国平均正答率は68.2％であった。また，基礎内容の正答率は68.2％で，全国平均正答率は71.8％，活用内容の正答率は50.2％で全国平均正答率は53.9％であった。「関数（変化と関係）」領域の通過率は53.7％で，全国平均は58.9％であった。基礎内容，活用内容，領域ごとの正答率も全国平均を下回っており，基礎学力が定着しているとはいえない。


令和３年度　標準学力調査結果
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第１学年「Ｃ　関数」


（１）比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるように指導する。


　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。


　（ア）関数関係の意味を理解すること。


　（イ）比例，反比例について理解すること。


　（ウ）座標の意味を理解すること。


　（エ）比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。


　イ　次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。


　（ア）比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。


　（イ）比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。





また，９月に行った単元前の準備テストにおいて，表から比例の性質を読み取る問題では，正答率92.5％に対して，式になおす問題では69.7％にとどまった。さらに，グラフにする問題では，55.0％の正答率であった。また，具体的な事象の中にある２つの数量の関係から，式に表し，比例かどうか判断する問題では，59.1％の正答率であった。準備テストから比例の意味を理解したり，問題からグラフに表したりすることを苦手にしている生徒が多い。また，具体的な事象と表を関連付け，２つの数量の変化や対応を調べる際に，表，式，グラフを関連付けて捉えることが十分に理解できていないことが考えられる。


（３）指導観


学習指導に当たっては，表と式を関連付ける活動を取り入れ，比例や反比例における比例定数や対応の特徴を捉え，� EMBED Equation.3  ��� と� EMBED Equation.3  ���の関係を式で表すことができるように指導する。また，比例・反比例の特徴を，表，式，グラフを相互に関連付けて理解できるように指導していく。その際，表やグラフから比例定数を読み取って式に表したり，比例定数の符号や絶対値の違いによる変化の様子の違いを捉えたりする活動を取り入れることが考えられる。具体的な場面において，事象を理想化したり，単純化したりして数学の問題として捉え，日常生活における問題を数学を活用して解決できるようにすることが求められる。例えば，問題解決の方法を式を用いて考えるのか，グラフを用いて考えるのか等，式やグラフを用いて問題解決するためのそれぞれの方法のよさを実感できるように指導していく。さらに，問題解決の過程を振り返り，立てた方法の見通しと，問題解決に用いた方法を比較・検討し，うまくいったことやうまくいかなかったことを場面と関連付けて整理するよう指導する。
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５×１．５


＝７．５





A.７．５（分）





×１．５





誠也さんは家から10分かけてラーメン店に来ています。誠也さんたちは，いつもこのお店でラーメンを食べるのに，入店してから食べ終わるまで約20分かかります。誠也さんは18時に家を出て，19時までにラーメンを食べて，家に戻ることはできるでしょうか。





めあて：お店に入るまでの待ち時間を予想することができる。





発問　行列の待ち時間を表，式，グラフのいずれかを用いて説明しよう。








【予想される生徒の反応】


・５／８×１２＝７．５（分）


・表を使って，待ち人数が１２人で，８人の１．５倍されているので，時間も１．５倍するので，５×１．５＝７．５


・ｙをｘで表すと，ｙ＝５／８ｘである。ｘ＝１２を代入して，ｙ＝７．５


・グラフをかいて，ｘ＝１２のときのｙの値を求める。





生徒のまとめ例


・比例の関係であることを使って，待ち人数と時間の関係から５分を１．５倍すると，待ち時間がわかる。


・ｙをｘの式で表して，ｘの値を代入し，待ち時間を求めることができた。


・グラフを使って，ｘ＝１２のときのｙの値をグラフの直線から読み取れることがわかった。





めあて





お店に入るまでの待ち時間を予想することができる。








　グラフ








　式








　表








　問題





まとめ





・お店に入るまでの待ち時間を予想することができた。


・比例の考えを使って，問題を解決することができた。


・表，式，グラフを使って問題解決できた。
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